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詳
細
は
QR
コ
ー
ド
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

今
月
初
め
、
足
立
昭
二
議
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

木
次
線
活
性
化
議
員
連
盟
の
幹
事
と
し
て
昨
年

は
「
あ
め
つ
ち
」
体
験
乗
車
に
尽
力
い
た
だ
い
た
。

お
礼
を
申
し
上
げ
衷
心
よ
り
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

   

問 調
整
池
の
管
理
者
は
誰
か
、
管
理
は
行
き
届
い

て
い
る
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

市
の
開
発
行
為
に
よ
り
設
置
し
た
調
整
池
は
、

そ
の
事
業
を
所
管
す
る
課
が
管
理
者
で
あ
る
。
土

地
開
発
公
社
が
行
う
住
宅
団
地
と
企
業
団
地
に

係
る
調
整
池
は
市
の
管
財
課
が
所
管
す
る
。
毎
年
、

所
管
課
が
点
検
し
て
い
る
が
設
置
後
長
期
間
が

経
過
し
た
調
整
池
は
土
砂
の
堆
積
や
草
木
の
繁

茂
し
た
所
が
あ
る
。
洪
水
調
整
機
能
が
損
な
わ
れ

る
場
合
に
は
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。 

問 所
管
す
る
課
に
よ
っ
て
管
理
状
況
が
違
う
よ

う
に
感
じ
る
。
同
じ
管
理
が
必
要
だ
。 

答
（
総
務
部
長
） 

草
木
が
繁
茂
し
て
中
が
見
え
な
い
個
所
が
散

見
さ
れ
る
。
適
正
な
管
理
に
努
め
る
。 

問 ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
大
災
害
に
も
対
応
し
た

万
能
な
も
の
か
。
市
民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。 

答
（
防
災
部
長
） 

浸
水
想
定
区
域
図
は
主
要
河
川
の
①
計
画
規

模
降
雨
（
100
年
～
150
年
に
1
回
の
確
率
）
と
②

想
定
最
大
規
模
降
雨
（
千
年
に
1
回
の
確
率
）

が
あ
る
。
配
布
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
千
年
に

1
回
の
確
率
の
も
の
。
土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

地
形
要
件
の
み
で
雨
量
・
土
質
等
は
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
区
域
外
で
も
土
砂
崩
れ
や
浸
水

の
可
能
性
は
あ
る
。
マ
ッ
プ
は
市
の
HP
で
確
認

で
き
る
ほ
か
ケ
ー
ブ
ル
TV
等
で
周
知
に
努
め
る
。 

問 私
有
地
に
放
置
さ
れ
た
不
法
投
棄
物
は
な
い

か
、
大
雨
で
流
出
す
る
懸
念
は
な
い
か
。 

答
（
市
民
環
境
部
長
） 

私
有
地
の
管
理
は
所
有
者
で
行
わ
れ
る
も
の
。

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
警
察
署
や
保
健
所
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
調
査
・
防
止
に
努
め
て
い
る
。

現
状
、
民
地
の
不
法
投
棄
は
な
い
も
の
と
認
識
。 

  

 

問 市
長
は
年
初
「
災
害
や
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
発
展

に
踏
み
出
す
年
。
そ
の
た
め
に
人
口
の
社
会
増
が

必
要
、
農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
振
興
、
子

育
て
支
援
が
必
要
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
人
口
増
の

要
と
な
る
産
業
振
興
対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

産
業
振
興
策
と
し
て
働
く
場
の
確
保
が
重
要
、

企
業
誘
致
と
市
内
企
業
の
事
業
拡
大
に
向
け
た

中
小
企
業
の
支
援
が
必
要
だ
。
中
小
企
業
支
援
は

働
き
方
改
革
の
ほ
か
DX
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
検

討
、
起
業
や
老
舗
企
業
の
事
業
承
継
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
な
が
ら
人
材
確
保
に
努
め
る
。 

結 企
業
誘
致
は
市
が
能
動
的
に
誘
致
を
進
め
た

と
い
う
よ
り
企
業
活
動
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ

た
面
が
強
い
。
工
業
団
地
造
成
は
周
辺
自
治
体
で

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
、
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
「
戦
略
的
先
行
投
資
」
の
考
え
が
必
要
だ
。 

問 子
育
て
支
援
は
進
ん
で
い
る
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

こ
れ
ま
で
も
子
育
て
世
帯
の
民
間
住
宅
購
入

支
援
な
ど
の
住
ま
い
政
策
、
3
歳
か
ら
5
歳
ま

で
の
副
食
費
助
成
・
保
育
料
減
免
、
母
子
健
康
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
だ
っ
こ
」
で
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
期
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
う
ち
、
産
前
産
後
訪
問
サ
ポ

ー
ト
事
業
で
は
昨
年
度
23
件
の
申
請
が
あ
っ
た

が
、
本
年
度
は
5
月
ま
で
の
2
カ
月
間
で
既
に

20
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
本
年
度
か
ら
多
胎
児

妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
助
成
、
多
胎
児
養
育
家
庭

サ
ポ
ー
ト
事
業
、
産
後
ケ
ア
で
は
助
産
師
の
家
庭

訪
問
な
ど
を
実
施
、
評
価
を
得
て
い
る
。 

問 以
上
を
踏
ま
え
、
今
年
の
折
り
返
し
点
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
市
政
の
実
績
評
価
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

市
の
定
住
支
援
員
が
対
応
し
た
移
住
者
は
過

去
5
年
で
最
高
と
な
り
、
一
定
の
成
果
が
上
が

っ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
減

の
抑
制
や
社
会
増
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
更

に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
様
々
な
場

で
企
業
誘
致
の
働
き
か
け
を
し
て
い
る
が
、
人
材

不
足
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
次
期
総
合
計
画
を
策

定
し
て
い
く
上
で
、
実
績
を
検
証
し
、
成
果
と
課

題
を
次
期
計
画
に
活
か
し
て
い
く
考
え
だ
。 

   

問 本
年
2
月
の
地
元
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お

い
て
斉
藤
国
交
大
臣
が
再
構
築
協
議
会
（
※
）
を

念
頭
に
「
島
根
で
は
木
次
線
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
直
近
の
報
道
に
よ

れ
ば
今
ま
で
は
輸
送
密
度
千
人
未
満
と
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
4
千
人
未
満

も
対
象
と
す
る
、
と
木
次
線
を
取
り
巻
く
状
況
が

一
層
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。
木
次
線
存
続
に
向
け

た
市
長
の
覚
悟
を
伺
う
。 

 ※
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
自
治
体
又
は
鉄
道
事
業
者
か
ら
の
要
請
に
よ

り
国
交
大
臣
が
組
織
す
る
仕
組
み
。
簡
単
に
言
え
ば
JR
が

「
ロ
ー
カ
ル
線
の
存
続
に
つ
い
て
協
議
し
た
い
」
と
要
請

す
れ
ば
国
が
協
議
会
を
立
ち
上
げ
話
し
合
い
の
場
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

答
（
市
長
） 

木
次
線
は
通
学
や
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え

る
交
通
手
段
、
ま
た
観
光
資
源
と
し
て
も
地
域
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
路
線
だ
。
「
あ
め
つ
ち
」
の

木
次
線
乗
り
入
れ
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
、
木
次
線

の
魅
力
を
カ
レ
ン
ダ
ー
や
絵
本
、
演
劇
に
活
用
し

て
発
信
す
る
。
日
常
利
用
促
進
の
た
め
ダ
イ
ヤ
改

正
や
駅
舎
に
つ
い
て
要
望
や
提
案
を
行
う
。
木
次

線
の
存
続
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。 

問 再
度
、
本
気
度
を
伺
う
。
決
断
が
必
要
だ
。 

答
（
市
長
） 

決
断
は
様
々
な
議
論
が
進
ん
で
い
く
中
で
分

岐
点
が
あ
る
場
合
だ
。
陰
陽
を
結
ぶ
鉄
道
は
今
後

の
脱
炭
素
社
会
に
お
い
て
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と

考
え
る
。
将
来
に
向
け
て
の
議
論
を
進
め
る
。 

問 再
構
築
協
議
会
の
対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。 

答
（
市
長
） 

6
月
1
日
、
広
島
で
再
構
築
協
議
会
の
説
明
会

が
あ
っ
た
。
制
度
の
運
用
と
詳
細
に
つ
い
て
は
今

後
示
さ
れ
る
。
再
構
築
協
議
会
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
は
、
今
後
示
さ
れ
る
制
度
運
用
の
詳
細
や

議
論
の
進
め
方
な
ど
各
地
域
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
慎
重
に
進
め
た
い
。 

問 3
月
議
会
で
再
構
築
協
議
会
へ
の
対
応
を
質

し
た
際
も
、
ま
た
、
地
元
紙
の
5
月
の
市
長
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
「
注
視
す
る
、
慎
重
に
見
極
め

る
」
に
終
始
し
て
い
る
。
今
こ
そ
市
長
が
先
頭
に

立
っ
て
行
動
す
べ
き
だ
。
木
次
線
存
続
に
市
長
が

ど
の
よ
う
な
絵
姿
を
描
い
て
い
る
か
、
現
状
で
は

市
民
に
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
早
急
に
絵
姿
を

市
民
に
示
し
議
論
す
べ
き
だ
。 

答
（
市
長
） 

協
議
会
に
関
し
、
動
く
方
が
い
い
か
動
か
な
い

方
が
い
い
事
か
。
や
み
く
も
に
動
い
て
逆
に
危
う

い
状
態
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
他
自
治
体
、
国

の
議
論
を
慎
重
に
見
極
め
対
応
し
た
い
。 

 木
次
線
対
策
に
つ
い
て
の
石
飛
市
長
答
弁
は
相

変
わ
ら
ず
慎
重
姿
勢
（
慎
重
市
政
？
）
で
し
た
。

再
構
築
協
議
会
は
設
置
後
3
年
以
内
に
結
論
を

出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
も
っ
て
市
長
の

考
え
が
示
さ
れ
な
い
、
分
か
ら
な
い
、
で
は
困
り

ま
す
。
ど
う
す
る
家
康
、
ど
う
す
る
市
長
、
決
断

し
行
動
す
べ
き
時
で
す
。
な
ぜ
決
断
し
な
い
の
か
。

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
だ
け
は
絶
対
に
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

（
た
か
し
） 

防
災
対
策
に
つ
い
て 

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て 

木
次
線
対
策
に
つ
い
て 

中
林
た
か
し
の
一
般
質
問 

 


